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学位論文内容の要旨




確度と錐体細胞周囲のG^ t)67陽櫨シナプス醸人数に与える影Ly,SLを調べたO瀬卸 C札 附生
感覚速断で生後28日ヨ(P28､に粘席CAl,CA3U)PVニューロ/が減少し,体性感覚遮
臥 視覚遮断でCJllのCAD67敵性シナプス終末が持続ilJtこ減少 した｡前頭前野では.体









があるUネ研充は この現鮎の神経政柄を郎明す る目的で,榊与が示唆 されているパ
ルプアルブミンを持つ二.-i- ロン(PVニュー ロン)に注目し.漸生児マウスを用いて
体性感覚避帆 視覚避tFrを行 って.栃尾.前頭前野におけ るPVニュー ロンの密度
および蝕体細胞周囲のCA1j67暖r性シナ ップス終末敏の変化を験許 したものであるレ
海馬で'ま,体性感光退断 によ り生後2S日EI(P28)にCAI掛 或とcA3領域のT'Vニュ
-ーロンが腕少 し,休せ感 覚遮断.･u鷺 遮断でCAl領域のシナ ップス終末の波少を絡
めたD前頭前野では.体性感覚遵断でP2Sに5ノ6層のPVニューロンとンナ ップス終
末が減少 し.視髄速断でP28に5/6屑のPVニューロンが織少､2n層 と5J6層のシナ ッ
プス終末の減少を認めた｡
本研究は,如/-1三児卿の特性感覚遮断,視覚遮断により編.FJおよび前頭朝野におい
て,抑制性介/士ニュ-ロンの一･つであるPVニュー ロンが変化 し.そのシナ ップス
終末が減少することを明 らかに した ものであ り･この変化がC.･oss･rn.od･,IpJaslicil/V
に関与することを示唆 したもので.価 値ある兼鱗と静められるJ
よって,本柳兜瀞は鍵錐単博士の,i'･L位を翻る姿格があると誰.める.～
